強化された窓

大天守の窓は、敵の攻撃と風雨から身を守るために作られた。厚い枠と格子で敵の攻撃から身を守り、さらに重い雨戸を取り付けた。
雨や雪を防ぐだけでなく、状況に応じて雨戸を開けて風や光を取り入れることもできた。木造の城にとって、雨は軍隊が攻めてくるのと同じように、湿気は腐敗や構造の劣化につながる。そのため、窓枠には「水切」と呼ばれる排水管につながる樋を設け、雨水を建物の外に流すなどの対策が施されている。
